評価の観点と評価規準　3年下
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	10

三角形
	①二等辺三角形と

正三角形
	Ａ
	二等辺三角形や正三角形に関心を持ち，それらについて自ら進んで調べようとしている。
	辺の相等に着目して三角形を弁別・整理して考え，そのわけを論理的に説明することができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を正確に作図することができる。
	二等辺三角形や正三角形の意味や性質を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	二等辺三角形や正三角形に関心を持ち，それらの性質を調べようとしている。
	辺の相等に着目して三角形を弁別・整理して考え，説明することができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
	二等辺三角形や正三角形の意味や性質を理解している。

	
	②角
	Ａ
	角の大きさに着目して，二等辺三角形や正三角形の性質を進んで調べようとしている。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小・相等関係を筋道立てて考えることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小や相等を手際よく調べることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の相等関係について確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさに着目して，二等辺三角形や正三角形の性質を調べようとしている。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小・相等関係について考えることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小や相等を調べることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の相等関係について理解している。
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1
けたをかけるかけ算の筆算
	①何十･何百のかけ算
	Ａ
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算を進んでしようとしている。
	(何十，何百)×(1桁)の計算を10や100を単位として考え，その仕方を説明することができる。
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算が手際よくできる。
	(何十，何百)×(1桁)の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算をしようとしている。
	(何十，何百)×(1桁)の計算を10や100を単位として考えることができる。
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算ができる。
	(何十，何百)×(1桁)の計算の仕方を理解している。

	
	②(2けた)×(1けた)

の筆算
	Ａ
	(2桁)×(1桁)の計算を進んで筆算を用いて計算しようとしている。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を九九と(何十)×(1桁)の計算を基にして考え，説明することができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が確実に筆算でできる。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(1桁)の計算の仕方を具体物の操作を通して考えようとしている。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を九九と(何十)×(1桁)の計算を基にして考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が筆算でできる。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	③(3けた)×(1けた)

の筆算
	Ａ
	(3桁)×(1桁)の計算を進んで筆算を用いて計算しようとしている。
	既習の(2桁)×(1桁)の仕方と同じように考え，説明することができる。
	(3桁)×(1桁)の計算が確実に筆算でできる。
	(3桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)×(1桁)の計算の仕方を具体物の操作を通して考えようとしている。
	既習の(2桁)×(1桁)の仕方と同じように考えることができる。
	(3桁)×(1桁)の計算が筆算でできる。
	(3桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を理解している。

	
	④暗算
	Ａ
	暗算のよさに気づき，進んで生活に生かそうとしている。
	(2桁)×(1桁)の暗算の仕方を考え，説明することができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が確実に暗算でできる。
	(2桁)×(1桁)の暗算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(1桁)の計算を進んで暗算で行おうとしている。
	(2桁)×(1桁)の暗算の仕方を考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が位を考えて暗算でできる。
	(2桁)×(1桁)の暗算の仕方を理解している。
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重さ
	
	Ａ
	重さについて関心を持ち，進んで身近な物の重さを測定しようとしている。
	重さについても普遍単位の必要性を考え，重さをｇ，kg，tを使って数値で表すことを考えることができる。
	適切に重さの単位や計器を選択して手際よく測定したり，重さの計算をしたりすることができる。
	重さの量感を身につけ，重さの測定方法を理解している。また，ｇ，kg，tの関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	重さについて関心を持ち，身近な物の重さを測定しようとしている。
	重さをｇ，kg，tを使って数値で表すことを考えることができる。
	重さの単位や計器を選択して測定したり，重さの計算をしたりすることができる。
	1kgの重さを作るなどの活動を通して，重さの量感を身につけている。また，ｇ，kgとtの関係を理解している。

	13

分数
	
	Ａ
	はしたの大きさや等分した大きさを，進んで分数を用いて表そうとしている。
	単位分数のいくつ分と考えて，分数の大きさをとらえたり，同分母分数の加減計算の仕方を筋道立てて考えたりすることができる。
	手際よく分数で表し，同分母分数の大小比較や加減計算が確実にできる。
	分数の意味や表し方，分数の加減計算の意味を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	はしたの大きさや等分した大きさを，分数を用いて表そうとしている。
	単位分数のいくつ分と考えて，分数の大きさをとらえたり，同分母分数の加減計算の仕方を考えたりすることができる。
	はしたの大きさを分数で表し，同分母分数の大小比較や加減計算ができる。
	分数の意味や表し方，分数の加減計算の意味を理解している。

	◎

べつべつに
､
いっしょに
	
	Ａ
	進んで組になる数量を見つけて，まとまりを考えて問題を解決しようとしている。
	組になる数量に着目し，まとまりを考えることができる。
	加減と乗法の混じった問題をまとまりを作って手際よく解くことができる。
	まとまりを考えて問題を解くよさを実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	組になる数量を見つけて，まとまりを考えて問題を解決しようとしている。
	図を使って組になる数量に着目し，まとまりを考えることができる。
	加減と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解くことができる。
	まとまりを考えて問題を解くことを理解している。

	14

計算のきまり
	
	Ａ
	分配法則を既習の計算のきまりを基に考えようとしている。
	２つの考えを1つの式に表すことを考え，分配法則を作ることができる。


	分配法則の右辺と左辺を自由に往復させることができる。
	分配法則の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	分配法則に関心を持ち，進んで計算しようとしている。
	2つの考えを1つの式で表すことを考え，分配法則が成り立つことに気づく。
	分配法則の右辺を左辺に展開したり，左辺を右辺に展開したりすることができる。

	分配法則の意味を理解している。
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表とグラフ
	①表づくり
	Ａ
	落ちや重なりがなく調べて，見やすい表を進んで作ろうとしている。
	表を使って，わかりやすく整理する仕方を工夫して考えることができる。
	正の字を書いて調べ，手際よく表に整理することができる。


	表に整理する仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	落ちや重なりがなく調べて，表に整理しようとしている。
	表を使って，わかりやすく整理する仕方を考えることができる。
	正の字を書いて調べ，表に整理することができる。


	表に整理する仕方を理解している。

	
	②ぼうグラフ
	Ａ
	資料の傾向がわかりやすい棒グラフに整理し，生活に活用しようとしている。
	棒グラフを使って，項目間の関係や全体的な特徴を見いだすことができる。
	棒グラフを見て，正しく資料をよみ取り，目的に応じた棒グラフを手際よくかくことができる。 
	棒グラフのよみ方，かき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	棒グラフに関心を持ち，進んで棒グラフに表そうとしている。
	棒グラフを使って，項目間の関係や全体的な特徴を考えることができる。
	棒グラフをよんだり，目的に応じた棒グラフをかいたりすることができる。
	棒グラフのよみ方，かき方を理解している。

	
	③くふうした表
	Ａ
	２つの観点から分類整理して２次元の表や棒グラフに表そうとしている。
	２つの観点から調べたことを２次元表や棒グラフに整理して考えることができる。
	手際よく2次元表に整理したり，棒グラフに表したりして，資料の特徴を読むことができる。
	2次元表の作り方と読み方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	２次元表への整理の仕方を調べ，棒グラフに表そうとしている。
	２つの観点から調べたことを２次元表に整理して考えることができる。
	2次元表や棒グラフから資料の特徴を読むことができる。
	2次元表の読み方を理解している。
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小数
	①はしたの大きさと

小数
	Ａ
	身の回りで小数がどんなところで使われているか，見つけようとしている。
	端数部分の大きさを，基の単位を10等分して表すことを筋道立てて考えることができる。
	いろいろな量を小数第1位までの小数で確実に表すことができる。
	小数，小数点，小数第1位，整数の意味をきちんと理解している。

	
	
	Ｂ
	端数部分の大きさを表す小数に気づき，進んで生活に生かそうとしている。
	端数部分の大きさを，基の単位を10等分して表すことを考えことができる。
	いろいろな量を小数第1位までの小数で表すことができる。
	小数，小数点，小数第1位，整数の意味を理解している。

	
	②小数の大きさ
	Ａ
	進んで小数を数直線上に表し，整数，分数と関連づけて数系列，大小を調べようとしている。
	0.1，1を単位にした数構成的な見方や0.1を単位とした相対的な見方ができる。
	数直線に小数を表し，小数と1/10を単位とした分数の大小比較をして不等号で確実に表すことができる。
	整数と関連づけて小数の数構成，系列，大小をきちんと理解している。

	
	
	Ｂ
	小数を数直線上に表し，整数，分数と関連づけて数系列，大小を調べようとしている。
	数直線を用いて，0.1，１を単位にした数構成的な見方や0.1を単位とした相対的な見方ができる。
	数直線に小数を表し，小数と1/10を単位とした分数の大小比較をして不等号で表すことができる。
	小数の数構成，系列，大小を理解している。

	
	③小数のたし算・ひき算
	Ａ
	小数の加減の計算を，整数の場合と同じように考えようとしている。
	0.1のいくつ分になるかを考え，整数の加減と同じように考えることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算がすらすらと確実にできる。
	小数の加減の意味と計算の仕方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の加減の計算に興味を持ち，進んで計算に取り組もうとしている。
	図を使って，0.1のいくつ分になるかを考えることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算ができる。
	小数の加減計算の意味と仕方を理解している。
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２けたをかけるかけ算の筆算
	①何十をかけるかけ算
	Ａ
	(2桁)×(何十)の計算の仕方を既習の知識を使って考えようとしている。
	23×30の計算の仕方を，23×3を10倍すると考えることができる。
	(2桁)×(何十)の計算が確実にできる。
	(2桁)×(何十)の計算が乗法の結合法則を基にしていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(何十)の計算に関心を持ち，進んで計算しようとしている。
	図を使って，23×30の計算の仕方を，23×3を10倍すると考えることができる。
	(2桁)×(何十)の計算ができる。
	(2桁)×(何十)の計算の仕方を理解している。

	17

２けたをかけるかけ算の筆算
	②(2けた)×(2けた)の
筆算
	Ａ
	(2桁)×(2桁)の計算の仕方を既習の知識や技能を基に考えようとしている。
	(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を分配法則の考えを基にして考えることができる。
	(2桁)×(2桁)の計算を確実に筆算で求めることができる。
	(2桁)×(2桁)の筆算が分配法則を基にしていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(2桁)の計算の関心を持ち，進んで計算しようとしている。
	23×34の計算の仕方を，34を30と4に分け，既習の計算を基に考えることができる。
	(2桁)×(2桁)の計算を筆算で求めることができる。
	(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	③(3けた)×(2けた)の

　筆算

	Ａ
	(3桁)×(2桁)の計算の仕方を既習の知識や技能を用いて考えようとしている。
	(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を，既習の(2桁)×(2桁)と同じように考えることができる。
	(3桁)×(2桁)の計算を確実に筆算で求めることができる。
	(3桁)×(2桁)になっても筆算構造は同じことを理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)×(2桁)の計算の仕方に関心を持ち，進んで計算しようとしている。
	(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を，既習の(2桁)×(2桁)の筆算と同じように考えることができる。


	(3桁)×(2桁)の計算を筆算で求めることができる。
	(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	●

よみとる算数(2)
	
	Ａ
	問われたことについて，表やグラフを選択し，必要な数量の情報を読み取るとともに，作問しようとしている。
	表やグラフから必要な数量の情報を収集・選択するとともに，表とグラフを的確に関連づけて情報を読み取ることができる。
	手際よく表やグラフを選択して読み取り，問題を解決することができる。
	表やグラフの読み方がわかるとともに，表やグラフどうしの関連づけの仕方が理解できる。

	
	
	Ｂ
	問われたことについて，表やグラフを選択し，必要な数量の情報を読みとろうとしている。
	表やグラフから必要な数量の情報を収集・選択するとともに，表とグラフを関連づけて情報を読み取ることができる。

	表やグラフを選択して，必要な数量を読み取り，問題を解決することができる。
	問われたことについて表している表やグラフの選択の仕方や読み方がわかる。

	◎

かくれた数はいくつ(2)
	
	Ａ
	線分図にかいて，かくれた数を考え，問題を解決するときは線分図にかいて考えようとしている。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を，線分図にかいて論理的に考えることができる。


	手際よく線分図にかいて立式して問題を解くことができる。
	線分図のかき方，使い方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	線分図にかいて，かくれた数を考え，問題を線分図にかいて考えようとしている。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を，線分図にかいて考えることができる。


	線分図にかいて立式して問題を解くことができる。
	線分図のかき方，使い方を理解している。

	18

□を使った式
	
	Ａ
	□を使った式に関心を持ち，□を使ったいろいろな式や□にあてはまる数を調べようとしている。
	□を使って式に表すことや□にあてはまる数の求め方をいろいろ考え，説明できる。


	□を使った式に表したり□にあてはまる数を求めたりすることが確実にできる。
	□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	□を使った式の，□にあてはまる数の求め方を

考えようとしている。
	□を使って式に表すことや□にあてはまる数の求め方を考えることができる。


	□を使った式に表したり□にあてはまる数を求めたりすることができる。
	□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方がわかる。

	19

そろばん
	
	Ａ
	そろばんを用いて，いろいろな計算をしてみようとしている。
	繰り上がりの加法では，そろばんと暗算では数の分解の仕方が異なることに気づく。
	五珠の合成分解の起こる加法，減法が確実にできる。
	五珠の合成分解の起こる加法，減法等で正しい指の使い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとしている。
	繰り上がり繰り下がりのともなう加減の仕方を考えることができる。
	そろばんを用いて簡単な加法，減法の計算ができる。
	そろばんを用いて簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。

	★

算数のまど
	10　三角形

ステップ
	Ａ
	「三角形の色塗り」に関心を持ち，どんな絵がでるか楽しんで取り組もうとしている。
	正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，論理的に考え弁別することができる。
	手際よくコンパスを使って正三角形や二等辺三角形を見つけて，色塗りができる。
	正三角形や二等辺三角形

の意味を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	「三角形の色塗り」に関心を持ち，取り組もうとしている。
	正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，弁別することができる。
	コンパスを使って正三角形や二等辺三角形の形を見つけて，色塗りができる。
	正三角形や二等辺三角形

の意味を理解している。

	
	10　三角形

ジャンプ
	Ａ
	進んで正三角形の折り紙を折って，楽しんで折り紙遊びをしようとしている。
	折り紙遊びを通して，正三角形や正六角形の性質素地にとなる見方に気づくことができる。
	手際よく正三角形の折り紙を折って，星やチューリップの形を作ることができる。
	正三角形の意味や性質をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	正三角形の折り紙を折って形を作ることに興味を持って取り組んでいる。
	折り紙遊びを通して，正三角形の性質に気づくこ

とができる。
	正三角形の折り紙を折って，星やチューリップの形を作ることができる。
	正三角形の意味や性質を理解している。

	
	11　1けたをかける

かけ算の筆算

ステップ
	Ａ
	ルーレットゲームに関心を持ち，(2桁)×(1桁)の計算の答えが大きくなる方法を考えて，何回もやってみようとしている。
	積の大きさに着目し，数字をどこに入れるとよいのか論理的に考えることができる。
	(2桁)×(1桁)を手際よく，確実に計算することができる。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	ルーレットゲームに関心を持ち，(2桁)×(1桁)の計算に取り組もうとしている。
	積の大きさに着目し，数字をどこに入れるとよいのか見当をつけて考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算ができる。
	(2桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	11　1けたをかける

かけ算の筆算

ジャンプ
	Ａ
	(4桁)×(1桁)の計算を進んでしようとしている。
	簡単な場合の(4桁)×(1桁)の計算の仕方を，1000を単位にして考えること

ができる。
	簡単な場合の(4桁)×(1桁)の計算を手際よく計算できる。
	単位のいくつ分という計算の仕方を確実に身につけている。

	
	
	Ｂ
	1000を単位として，(何千)×(1桁)の計算をしようとしている。
	(何千)×(1桁)の計算の仕方を1000を単位にして考えることができる。
	(何千)×(1桁)の計算ができる。
	単位のいくつ分という計算の仕方を身につけている。

	
	12　重さ

ステップ
	Ａ
	身近なものの重さ比べをしようとしている。
	秤の目盛りに着目して重さを考えることができる。
	手際よく測定し，ｇ，kgを用いて表して，重さを比べることができる。
	秤の読み方や重さの表し方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	重さ比べに関心を持ち，一番重い物を見つけようとしている。
	秤の1目盛りの大きさに着目して重さを考えることができる。
	目盛りを正しく読んで普遍単位ｇ，kgを用いて表し，重さ比べをすることができる。
	秤の読み方や重さの表し方を理解している。

	★

算数のまど
	12　重さ

ジャンプ
	Ａ
	3つの分銅を使っていろいろな重さを積極的に作り出そうとしている。
	3つの分銅を使っていろいろな重さを的確に考えることができる。


	手際よくいろいろな重さを作ることができる。
	重さの加減計算の仕方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	3つの分銅を使って，いろいろ重さを量れることに興味を持つ。
	3つの分銅を使っていろいろな重さを考えることができる。


	いろいろな重さを作ることができる。
	重さの加減計算の仕方を理解している。

	
	13　分数

ステップ
	Ａ
	分数の大小比較の問題に関心を持ち，進んで取り組もうとしている。
	分数の意味を基に，大小判断することができる。
	手際よく分数の大小比較が正確にできる。
	分数の意味をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	分数の大小比較の問題に進んで取り組もうとしている。
	分子に着目して，大小判断することができる。
	いろいろな分数の大小比較ができる。
	分数の意味を理解している。

	
	13　分数

ジャンプ
	Ａ
	分母のちがう分数の大きさを数直線以外のやり方でも進んで比べようとしている。
	分母のちがう分数の大きさを，いろいろに考え，説明することができる。
	分母のちがう分数の大きさを，いろいろな方法で比べることができる。　　　　　　　　　
	数直線上の分数の大きさや分数の数構成をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	分母のちがう分数の大きさを，数直線を使って進んで比べようとしている。
	分母のちがう分数の大きさを，いろいろに考えることができる。
	分母のちがう分数の大きさを比べることができる。
	数直線上の分数の大きさや分数の数構成をよく理解している。

	
	15　表とグラフ

ステップ
	Ａ
	進んで棒グラフを読んだり，かいたりしようとしている。
	棒グラフから数量的な特徴を考え，説明することができる。
	棒グラフから特徴を読み，けがの様子を棒グラフに手際よくかくことができる。
	棒グラフの読み方，かき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	棒グラフを読んだり，かいたりしようとしている。
	棒グラフから数量的な特徴を考えることができる。
	棒グラフから特徴を読み，けがの様子を棒グラフにかくことができる。

	基本的な棒グラフの読み方，かき方を理解している。

	
	15　表とグラフ

ジャンプ
	Ａ
	自分で調べたことを進んで棒グラフに表したり，友達と比べようとしたりする。
	棒グラフから全体的な特徴を考えたり，調べたことをわかりやすく表したりすることができる。

	自分で調べたことを手際よく棒グラフに表すことができる。


	目的に適したわかりやすい棒グラフをかく方法をよく理解している

	
	
	Ｂ
	調べたことを進んで棒グラフに表そうとしている。
	棒グラフから全体的な特徴を考えたり，調べたことを表したりすることができる。
	自分で調べたことを表や棒グラフに表すことができる。


	棒グラフの表し方を理解している。

	
	16　小数

ステップ
	Ａ
	「小数ランド」に関心を持ち，進んで取り組もうとしている。
	小数の意味や小数のたし算を基に，筋道を立てて考えることができる。
	小数の色塗りや小数まほうじんを手際よく完成させることができる。
	小数の意味や小数の加減計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「小数ランド」に関心を持ち，取り組もうとしている。
	小数の意味や小数のたし算を基にして考えることができる。
	小数の色塗りや小数まほうじんを完成させることができる。
	小数の意味や小数の加減計算の仕方を理解している。

	★

算数のまど
	16　小数

ジャンプ
	Ａ
	進んで大小2つのコップを使って，きめられた水の量を量りとろうとしている。
	大小２つのコップの水量の差や和を考えて，きめられた量の水の量り方を筋道立てて考えることができる。
	大小2つのコップを使って，手際よくいろいろな水の量を量りとることができる。
	小数の加減の仕方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	大小2つのコップを使って，きめられた水の量を量りとろうとしている。
	大小2つのコップの水量の差や和を考えて，2つのコップを使って，きめられた量の水の量り方を考えることができる。
	大小2つのコップを使って，きめられた水の量を量りとることができる。
	小数の加減の仕方をよく理解している。
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